
　
道
農
協
畑
作・青
果
対
策
本
部
が
ま

と
め
た
畑
作
物
作
付
指
標
面
積
に
よ
る

と
、2
0
2
1
年
産
の
畑
作
で
は
、春
ま

き
小
麦
や
小
豆
、大
豆
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
な

ど
で
作
付
面
積
の
上
積
み
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
指
標
面
積
は
作
付
面
積
の
目
標
と
な

る
数
値
。各
Ｊ
Ａ
の
農
業
振
興
計
画
や
需

給
の
動
向
も
踏
ま
え
て
決
定
し
て
い
る
。

　
小
麦
は
パン
用
品
種
の
春
ま
き「
春
よ

恋
」の
需
要
が
高
い
が
供
給
が
追
い
つ
い

て
い
な
い
面
が
あ
り
、春
ま
き
小
麦・大
麦

で
計
画
面
積
比
11・3
％
増
の
1
万
9
0

0
0
㌶（
全
道
）に
設
定
。十
勝
で
も
2・9

％
増
の
7
7
9
㌶
と
し
た
。

　
豆
類
の
う
ち
、小
豆
の
指
標
面
積
は
、

全
道
で
16
・5
％
増
の
2
万
2
1
0
0

㌶
、十
勝
で
17・1
％
増
の
1
万
5
0
3

2
㌶
に
設
定
。

　
16
年
の
台
風
災
害
時
に
は
不
作
で
供

給
力
が
な
く
な
り
道
産
需
要
が
海
外
産

に
流
れ
た
こ
と
か
ら
、17
年
産
以
降
は
作

付
け
を
推
進
し
て
き
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
消

費
が
減
少
し
在
庫
が
増
え
る
が
、道
産
小

豆
は
和
菓
子
業
界
に
と
っ
て
重
要
な
原

料
。作
付
け
を
確
保
す
る
こ
と
で
安
定
供

給
、今
後
の
需
要
拡
大
を
図
る
狙
い
が
あ

る
。業
界
団
体一体
と
な
っ
て
和
菓
子
な

ど
の
消
費
拡
大
キ
ャンペー
ン
を
行
い
、消

費
回
復
も
図
る
。

　
大
豆
は
全
道
で
1・2
％
増
の
3
万

6
1
0
5
㌶
、十
勝
で
1・4
％
増
の
9

5
2
6
㌶
。府
県
産
の
不
作
も
あ
り
、道

産
需
要
が
高
ま
っ
て

い
る
。豆
腐
品
種
の
契

約
栽
培
の
申
し
込
み

が
増
え
て
い
る
が
、作

付
面
積
の
減
少
か
ら

受
託
で
き
て
い
な
い
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
ポ

テ
ト
チ
ッ
プ
ス
な
ど
の

加
工
用
で
、全
道
1
万

5
6
0
0
㌶
、十
勝

9
9
2
8
㌶
で
と
も

に
0・9
％
増
。大
手

メ
ー
カ
ー
は
輸
入
原
料
か
ら
国
産
への

切
り
替
え
を
進
め
て
お
り
、道
産
の
供
給

拡
大
が
望
ま
れ
て
い
る
。

20
年
の
作
付
け 

道
産
需
要
高
く 

小
豆
は
17
％
上
積
み

畑

　作

道産需要の拡大を進めるためにも作付けの維持が求められる小豆（昨年9月、帯広市）

、

2021年産の主な畑作物作付指標面積

秋まき小麦
春まき小麦・大麦

大豆
小豆

 　生食用
 　加工用
 でんぷん原料用

種子用
ビート

0
11.3
1.2
16.5
0.6
0.9
2.3
0.8
0

10万0764
1万9000
3万6105
2万2100
1万4900
1万5600
1万5500
5100

5万8199

0
2.9
1.4
17.1
0.6
0.9
6.7
0.8
0

4万0111
779
9526

1万5032
6217
9928
4877
2161

2万5706

十勝全道
※秋まき小麦は2022年産の指標面積

ジ
ャ
ガ
イ
モ

計
画
面
積
比

増
減
率（
％
）

作
付
指
標

面
積（
㌶
）

計
画
面
積
比

増
減
率（
％
）

作
付
指
標

面
積（
㌶
）
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